
雑音環境下での話者クラスタリング 
アプリケーション 

1.  因子分析モデルにより発話を表現 

2.  因子ベクトルに線形判別分析を適用 

3.  得られたベクトルを cosine 類似度 
基準でスペクトラルクラスタリング 
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様々な雑音を重畳した音声で評価 
話者クラスタリング実験結果 
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図. 雑音を重畳した音声の 
類似度行列  

図. 低次スペクトラルを用いて 
得られた類似度行列 
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GMM-HAC KMEANS Spectral clustering

クリーン音声と同程度の精度でク
ラスタリングできることを示した	


Spectral  
analysis	


S1	


S2	


S3	


S4	


S5	


S1	
 S2	
 S3	
 S4	
 S5	


(Proposed)	


i-vectorを用いたスペクトラルクラスタリングによる 
雑音環境下話者クラスタリング	


☆俵直弘，小川哲司，小林哲則（早大）	



